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子
育
て
・
外
国
語
教
育
・
中
学
校
給
食
・
高
校
学
区

子
育
て
・
外
国
語
教
育
・
中
学
校
給
食
・
高
校
学
区

環
境
・
交
通
安
全
対
策

環
境
・
交
通
安
全
対
策

十
二
月
定
例
会
で
は
、
十
二
月

八
日
、
九
日
の
二
日
間
、
十
二
人

の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る
三
十

一
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告

順
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ー
ブ
ン

松
木

義
昭

県
教
育
委
員
会
は
高

校
の
新
学
区
を
教
育
事

務
所
の
管
轄
で
検
討
し
て
い
る
模

様
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
芦
屋
学

区
が
神
戸
第
一
学
区
か
ら
切
り
離

さ
れ
る
が
こ
れ
は
絶
対
に
認
め
ら

れ
な
い
。
市
は
県
教
委
に
対
し
て

切
り
離
さ
な
い
よ
う
に
強
く
申
し

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

南
芦
屋
浜
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
税
滞
納
は
累
計
で
一
億
二
千
八

百
万
円
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
収
納
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
昨
年
六
月
に
県

が
税
の
滞
納
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
介
護
保
険
の
特
定
施
設
と
し

て
認
定
し
た
が
問
題
で
は
な
い
か
。

高
校
学
区
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
市
は
、
こ

れ
ま
で
も
芦
屋
の
子
供
た
ち
が
不

利
に
な
ら
な
い
こ
と
を
最
優
先
に

進
め
て
き
た
が
、
今
後
も
芦
屋
が

神
戸
第
一
学
区
か
ら
切
り
離
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
強
く
要
望
し

公
立
高
校
の
学
区
と
有
料
老
人

公
立
高
校
の
学
区
と
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
税
滞
納
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
の
税
滞
納
に
つ
い
て

て
い
く
。

南
芦
屋
浜
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

件
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
個
別
の

滞
納
状
況
や
折
衝
状
況
は
、
地
方

税
法
の
守
秘
義
務
に
よ
り
答
弁
で

き
な
い
が
、
市
と
し
て
は
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
る
。
入
居
者

に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
、
状
況

に
応
じ
て
県
と
も
対
応
に
つ
い
て

十
分
協
議
し
て
い
く
。

無
所
属

い
と
う
ま
い

な
ぜ
外
国
語（
英
語
）

を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の

か
を
テ
ー
マ
に
来
年
度
か
ら
将
来

を
担
う
小
学
五
・
六
年
生
を
対
象

に
外
国
語
活
動
を
導
入
す
る
が
、

目
的
や
現
在
の
課
題
点
、
支
援
体

制
強
化
と
同
時
に
中
学
の
英
語
教

育
へ
の
つ
な
げ
方
を
問
う
。

地
域
力
向
上
の
役
割
と
し
て
地

区
集
会
所
の
住
民
に
よ
る
指
定
管

理
者
制
度
を
評
価
す
る
。
指
定
管

理
者
、
利
用
者
に
と
っ
て

市
民

参
画

と
い
う

種
に
水
を
や
り

花
を
咲
か
す

と
い
う
長
期
的
・

将
来
に
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の

将
来
に
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を

取
り
組
み
を

打出保育所にて打出保育所にて

市
長
の
政
治
姿
勢
・
職
員
給
与
・
選
挙

市
長
の
政
治
姿
勢
・
職
員
給
与
・
選
挙

創
政
ク
ラ
ブ

長
野

良
三

市
長
は
過
去
八
年
間

に
わ
た
り
今
に
も
財
政

破
綻
を
起
こ
し
そ
う
な
厳
し
い
状

況
の
中
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
懸
命
な
努
力
と
み

ん
な
の
協
力
で
困
難
に
ぶ
つ
か
り

な
が
ら
も
た
く
さ
ん
の
実
績
を
あ

げ
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
行
革

に
よ
る
効
果
額
と
主
に
実
施
し
た

事
業
を
問
う
。

こ
れ
か
ら
ま
だ
や
り
た
い
課
題

や
抱
負
を
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
が
、
ぜ
ひ
今
度
の
市
長
選
へ
の

立
候
補
を
決
断
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い

市
政
運
営
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
い
か
が
か
。

私
の
就
任
時
、
本
市

の
一
丁
目
一
番
地
は
何

と
言
っ
て
も

財
政
再
建

で
あ

っ
た
。
ど
ん
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受

け
て
も
い
い
と
、
こ
れ
に
開
き
直

っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
時
千

百
億
円
を
超
え
て
い
た
市
債
残
高

も
、
今
年
度
末
に
は
六
百
七
十
億

円
に
ま
で
減
少
す
る
。
あ
る
調
査

に
よ
る
と
近
畿
圏
百
二
十
市
の
中

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

実
績
と
今
後
の
課
題
と
抱
負

実
績
と
今
後
の
課
題
と
抱
負

で
三
年
連
続

財
政
健
全
性
・
効

率
性

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
行
政
改
革
、
財
政
再
建
を

柱
に
、
市
民
病
院
建
て
替
え
、
待

機
児
童
の
解
消
な
ど
、
引
き
続
き
、

命
を
か
け
て
大
好
き
な
芦
屋
の
か

じ
取
り
を
し
て
い
き
た
い
。

無
所
属

長
谷

基
弘

市
民
に
は
財
政
難
と

し
て
、
各
市
民
団
体
の

補
助
金
や
助
成
金
な
ど
を
カ
ッ
ト

し
た
り
廃
止
し
た
り
し
て
い
る
が
、

芦
屋
市
は
本
当
に
財
政
難
な
の
か
。

決
算
内
容
や
新
地
方
公
会
計
制
度

か
ら
は
潤
沢
に
運
営
で
き
て
い
る

自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
当
に
芦
屋
市
が
財
政
難
で
あ
れ

ば
、
職
員
給
与
も
財
政
難
・
経
営

難
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
は
平
均
八
百
三
十

六
万
円
と
全
国
同
規
模
自
治
体
で

は
第
四
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

市
民
に
は
厳
し
く
、
身
内
に
甘
い

体
制
で
財
政
難
は
理
解
で
き
な
い
。

見
解
を
問
う
。国

家
公
務
員
と
の
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
比
較
で
平

成
二
十
一
年
度
は
一
〇
三
・
五
で

芦
屋
市
の
正
規
職
員
の
平
均

芦
屋
市
の
正
規
職
員
の
平
均

年
収
は
全
国
で
四
位
と
は

年
収
は
全
国
で
四
位
と
は

あ
る
な
ど
、
本
市
職
員
の
給
与
が

全
国
的
に
高
い
指
標
を
示
す
の
は
、

地
域
の
民
間
賃
金
水
準
を
反
映
し

た
地
域
手
当
を
支
給
し
て
い
る
こ

と
や
、
総
人
件
費
を
抑
制
す
る
た

め
職
員
数
を
削
減
し
た
こ
と
に
よ

る
職
員
構
成
の
違
い
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
一
方
、
平
成
二
十

一
年
度
一
般
会
計
の
公
債
費
は
九

十
二
億
円
に
の
ぼ
り
、
基
金
を
取

り
崩
し
て
賄
っ
て
お
り
、
今
後
も

国
家
公
務
員
準
拠
を
基
本
に
市
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

公
明
党

田
原

俊
彦

最
近
、
期
日
前
投
票

を
す
る
方
が
増
え
て
い

る
。
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
、

そ
の
理
由
な
ど
を
宣
誓
書
に
記
入

す
る
。
し
か
し
、
立
会
人
が
五
、

六
名
い
る
中
で
宣
誓
書
を
書
く
の

は
緊
張
す
る
方
も
い
る
。
ま
た
、

投
票
日
に
な
ぜ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
と
理
由
を
詰
問
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
法
令
で
は
宣
誓
書

の
記
載
場
所
の
規
定
は
な
い
。
自

宅
で
落
ち
着
い
て
書
け
る
よ
う
改

善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
た
と
え

選
挙
の
期
日
前
投
票
に
お
け
る

選
挙
の
期
日
前
投
票
に
お
け
る

宣
誓
書

に
つ
い
て

宣
誓
書

に
つ
い
て

打出保育所にて打出保育所にて

ば
、
選
挙
通
知
書
の
裏
面
に
宣
誓

書
を
印
刷
し
て
送
付
す
れ
ば
、
事

前
に
自
宅
で
記
入
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

期
日
前
投
票
を
行
う

場
合
は
、
仕
事
・
用
事

・
疾
病
等
に
よ
り
、
選
挙
の
当
日
、

投
票
で
き
な
い
事
由
に
該
当
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
宣
誓
す
る

宣
誓
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

こ
の
宣
誓
書
は
、
現
在
、
投
票

者
が
市
役
所
等
の
期
日
前
投
票
の

投
票
所
に
来
ら
れ
た
際
に
、
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
次
の
四
月

の
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
時
か
ら
、

選
挙
通
知
書
の
裏
面
に
宣
誓
書
用

紙
を
印
刷
の
う
え
送
付
し
、
自
宅

で
記
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
た
い
。

主
管
理
が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。
今
後
、
指
定
管
理

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
な
ど
へ
は
、
行

政
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
高
齢
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

情
報
の
共
有
と
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
地
域
の

催
し
な
ど
へ
参
加
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
を
試
み
て
い
る
。
見
守
り

に
つ
い
て
、
新
聞
販
売
店
と
の
連

携
は
今
後
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
入

居
者
の
四
十
・
一

が
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。
管
理
人
の
確
保
は
研
究
課
題

で
あ
る
。
指
定
管
理
の
導
入
に
つ

い
て
は
近
隣
市
を
参
考
に
検
討
を

進
め
て
い
る
。

イ
ー
ブ
ン

重
村
啓
二
郎

芦
屋
市
は
、
芝
生
の

も
た
ら
す
効
用
は
、
環

境
面
、
子
供
の
体
力
向
上
等
に
大

い
に
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
な
ら

ば
、
若
葉
町
に
あ
る
中
央
公
園
芝

生
広
場
を
、
市
民
と
指
定
管
理
者

体
育
協
会
と
行
政
と
の
協
働
で
、

開
設
当
初
の
よ
う
に
、
名
の
と
お

り
芝
生
化
し
て
は
ど
う
か
。

先
進
市
の
成
功
例
を
参
考
に
、

テ
ィ
フ
ト
ン
ポ
ッ
ト
苗
工
法
（
一

般
に
は
鳥
取
方
式
）
で
緑
濃
い
芝

生
広
場
に
再
生
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

若
葉
町
の
芦
屋
中
央

公
園
芝
生
広
場
の
芝
生

化
に
つ
い
て
は
、
芝
生
化
を
実
施

し
、
維
持
・
管
理
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
施
設
や
機
材
の
整
備
と

維
持
管
理
体
制
の
確
立
や
、
芝
生

広
場
の
利
用
制
限
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
公
園
の
利
用
者

や
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、
鳥
取

方
式
の
よ
う
に
、
芝
刈
り
・
潅
水

・
施
肥
・
冬
芝
の
種
ま
き
等
の
維

持
管
理
作
業
を
、
利
用
者
団
体
等

で
自
主
管
理
し
て
い
た
だ
け
る
の

中
央
公
園
芝
生
広
場
を

中
央
公
園
芝
生
広
場
を

名
の
と
お
り
芝
生
広
場
に

名
の
と
お
り
芝
生
広
場
に

安
定
的
な
取
り
組
み
の
た
め
、
柔

軟
で
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
行

政
の
あ
り
方
を
問
う
。

小
学
校
の
外
国
語
活

動
は
、
外
国
語
を
通
じ

て
言
語
や
文
化
に
理
解
を
深
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素

地
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
課
題
は
小
学
校
教
員
の
多
く

が
外
国
語
の
指
導
経
験
が
な
い
こ

と
等
で
あ
り
、
地
域
の
指
導
者
と

協
力
し
て
指
導
が
行
え
る
よ
う
指

導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講

師
も
招
い
て
い
る
。

市
民
参
画
の
促
進
に
は
人
づ
く

り
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
職
員
へ

の
専
門
研
修
と
と
も
に
市
民
に
も

人
材
育
成
や
後
継
者
育
成
を
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

木
野
下

章

芦
屋
で
は
二
歳
ま
で

の
子
供
医
療
費
の
無
料

化
、
西
宮
は
通
院
も
入
院
も
中
学

三
年
ま
で
無
料
。
宝
塚
、
神
戸
、

伊
丹
は
入
院
が
中
学
三
年
ま
で
無

料
で
芦
屋
の
遅
れ
が
目
立
つ
。
市

長
の
考
え
を
問
う
。

高
校
生
の
公
立
授
業
料
は
無
料

化
さ
れ
た
が
初
年
度
負
担
は
依
然

重
く
、
学
校
納
付
金
滞
納
率
は
上

が
っ
て
い
る
。
大
学
生
の
高
い
学

費
は
勉
学
を
妨
げ
て
い
る
。
奨
学

金
制
度
の
復
活
、
拡
充
を
求
め
る
。

奥
池
児
童
の
通
学
費
補
助
は
、

山
中

行
革

で
削
ら
れ
た
。
い

く
ら
か
か
っ
て
い
た
の
か
。
や
め

た
理
由
は
何
か
。
復
活
を
求
め
る
。

子
供
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
、
他
市
と

比
較
し
て
助
成
の
範
囲
が
少
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
国
・
県

の
動
向
や
各
市
の
状
況
を
把
握
し
、

財
政
状
況
も
勘
案
し
て
、
何
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

奨
学
金
の
復
活
は
、
本
市
の
財

政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
改
め
て
見
直
し
す
る

状
況
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
に
支
援
を

子
育
て
に
支
援
を

公
明
党

帰
山

和
也

高
齢
化
、
核
家
族
化

で
地
域
の
絆
が
薄
れ
た

と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
市
民
と
行

政
、
協
働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価

す
る
。
た
だ
、
引
き
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
や
か
か
わ
り
を
持
ち
た

く
な
い
方
々
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
具

体
策
は
。
ま
た
、
新
聞
販
売
店
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
見
守
り
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
次
に
、

市
営
住
宅
の
独
居
の
高
齢
者
の
現

状
は
ど
う
か
。
高
齢
化
に
よ
り
自

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
策
と

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
策
と

市
営
住
宅
対
策
に
つ
い
て

市
営
住
宅
対
策
に
つ
い
て

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
芝
生
化
・
指
定
管
理

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
芝
生
化
・
指
定
管
理

で
あ
れ
ば
、
芝
生
化
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

新
社
会
党

前
田

辰
一

公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
企
業
等
が
参

入
で
き
る
指
定
管
理
者
制
度
。
管

理
者
選
定
に
は
委
員
会
を
設
置
し

審
査
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
企
画

段
階
で
多
彩
な
提
案
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
が
高
得
点
に
な
っ
て
い

る
が
、
指
定
後
の
事
業
結
果
は
ほ

と
ん
ど
未
実
施
の
施
設
が
あ
る
。

ま
た
、
管
理
運
営
経
費
上
か
ら

か
自
主
事
業
を
多
く
取
り
入
れ
た

結
果
、
施
設
が
独
占
的
に
使
用
さ

れ
、
一
般
利
用
が
妨
げ
ら
れ
る
現

状
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
一
度
、
指
定
管
理
者
制
度
の

あ
り
方
や
事
業
計
画
の
協
議
・
進

行
管
理
体
制
な
ど
の
検
証
が
必
要
。

事
業
者
の
応
募
時
の

企
画
提
案
の
う
ち
基
本

的
な
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

全
て
が
実
施
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
は
事
業
計
画
策
定

の
際
、
事
業
者
と
の
協
議
や
応
募

時
の
提
案
と
違
い
が
な
い
か
の
チ

ェ
ッ
ク
が
不
十
分
な
こ
と
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
性
の
問
題
で
は
、

利
用
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る
施

設
で
は
、
経
営
安
定
化
の
た
め
一

定
の
自
主
事
業
を
認
め
て
い
る
。

い
ず
れ
の
問
題
も
、
公
の
施
設

の
本
来
の
目
的
を
損
な
わ
な
い
よ

う
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
改
善

に
努
め
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度

公
の
施
設
の
役
割
は
何
か

公
の
施
設
の
役
割
は
何
か

奥
池
児
童
等
の
通
学
費
補
助
の

復
活
は
、
財
政
負
担
は
、
六
十
二

万
四
千
円
で
あ
る
が
、
行
政
改
革

の
中
、
他
の
補
助
金
も
見
直
し
削

減
し
て
お
り
、
復
活
す
る
考
え
は

な
い
。

日
本
共
産
党

森

し
ず
か

全
国
の
中
学
校
給
食

実
施
率
は
七
十
五

を

超
え
、
兵
庫
県
は
五
十
一

に
及

ぶ
。
わ
が
党
議
員
団
市
政
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
三
十
六

が
実
施
を
望

ん
で
い
る
。
教
育
の
一
環
と
し
て

の
学
校
給
食
は
、
食
育
の

生
き

た
教
材

と
し
て
中
学
校
で
も
実

施
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
中
学

校
給
食
に
つ
い
て
、
幼
・
保
・
小

学
生
の
保
護
者
や
市
民
の
声
を
聞

く
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
求
め
る

が
ど
う
か
。
中
学
生
の
食
生
活
の

実
態
を
調
査
し
、
昼
食
の
あ
り
方

を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
現
状
は
ど

う
か
。
給
食
実
施
の
た
め
の
建
設

と
運
用
費
用
は
い
く
ら
か
。

中
学
生
と
い
う
成
長

段
階
で
は
、
親
子
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
で
き
る
、
各
人

の
状
況
に
応
じ
た
食
事
が
用
意
で

き
る
、
昼
休
み
を
短
く
設
定
で
き

教
育
課
程
上
有
利
で
あ
る
等
の
理

由
か
ら
、
弁
当
昼
食
の
方
が
優
位

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
学
生
の
昼
食
調
査
は
昨
年
度

実
施
し
、
パ
ン
購
入
が
平
均
八
・

三

と
の
結
果
を
受
け
、
弁
当
販

売
を
導
入
し
、
選
択
肢
を
広
げ
た
。

中
学
校
給
食
実
施
の
コ
ス
ト
は
、

各
校
調
理
の
場
合
、
い
ず
れ
も
三

校
で
建
設
費
に
約
九
億
円
、
運
営

費
に
年
間
一
億
二
千
万
円
必
要
で

あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

中
学
校
給
食
実
施
を
求
め
て

中
学
校
給
食
実
施
を
求
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を

ア
ン
ケ
ー
ト
を

打出保育所にて打出保育所にて

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

庭
園
都
市
宣
言
に
ふ

さ
わ
し
く
環
境
に
優
し

い
エ
コ
の
意
識
啓
発
と
し
て
も
、

雨
水
タ
ン
ク
設
置
等
の
雨
水
利
用

に
取
り
組
め
な
い
も
の
か
。

ル
ナ
・
ホ
ー
ル
東
の
県
道
奥
山

精
道
線
は
公
共
施
設
近
く
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
危
険
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
歩
道
が
十
分
確
保
さ
れ

て
い
な
い
道
路
に
お
け
る
効
果
的

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
は
ど
の
よ

う
に
展
開
す
る
の
か
。
県
道
市
道

と
い
っ
た
縦
割
り
行
政
を
打
破
し
、

大
胆
な
発
想
と
行
動
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
県
と
の
協
議
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
展
を
毎
年
開
催
で
き
な
い
か
。

集
中
豪
雨
の
増
加
等

に
よ
り
、
雨
水
氾
濫
の

リ
ス
ク
が
増
大
し
て
お
り
、
雨
水

の
再
利
用
や
貯
留
に
よ
る
流
出
抑

制
は
、
水
環
境
の
良
好
な
維
持
や

回
復
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

雨
水
タ
ン
ク
設
置
の
助
成
制
度
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

県
道
奥
山
精
道
線
は
、
県
か
ら

は
、
用
地
補
償
費
が
膨
大
な
こ
と

庭
園
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
雨
水

庭
園
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
雨
水

利
用
と
柔
軟
な
道
路
管
理

利
用
と
柔
軟
な
道
路
管
理

か
ら
歩
道
設
置
は
困
難
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て
県

と
は
提
案
も
含
め
協
議
し
て
い
く
。

市
と
し
て
は
、ル
ナ
ホ
ー
ル
側
の

通
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
展
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と

協
議
し
て
判
断
し
た
い
。

イ
ー
ブ
ン

畑
中

俊
彦

山
手
幹
線
が
全
線
開

通
さ
れ
、
予
想
外
の
渋

滞
が
起
こ
っ
て
い
る
が
対
応
策
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。

渋
滞
か
ら
の
う
回
車
両
が
、
狭

い
生
活
道
路
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

通
り
抜
け
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

船
戸
・
松
ノ
内
の
町
境
の
南
北

道
と
の
交
差
点
の
信
号
機
設
置
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

山
手
幹
線
の
渋
滞
対

策
に
つ
い
て
は
、
青
信

号
の
時
間
調
整
や
宮
川
線
以
西
の

信
号
の
連
動
化
に
よ
り
解
消
を
図

る
予
定
で
あ
る
。
四
車
線
化
は
、

隣
接
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
自
治

会
等
の
ご
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

う
回
道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
通
学
路
に
つ
い
て
は
適
宜

交
通
指
導
員
を
配
置
す
る
な
ど
し

て
い
る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
注
意

看
板
等
に
よ
る
措
置
も
講
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

船
戸
、
松
ノ
内
町
境
交
差
点
の

信
号
機
の
設
置
は
、
今
年
度
中
に

設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

打出保育所にて打出保育所にて

議会運営委員会が敦賀・大野市議会を視察議会運営委員会が敦賀・大野市議会を視察議会改革の取り組みについて
年後の芦屋市のために議会の果たすべき役割とは

議会改革の取り組みについて
年後の芦屋市のために議会の果たすべき役割とは

議会の動きから
市立芦屋病院調査特別委員会委員の変更など

議会の動きから
市立芦屋病院調査特別委員会委員の変更など

会派の異動に伴い、左記の名簿の

とおり変更がありました。

議会運営委員会委員は、いとう議

員が辞任し１名欠員に、市立芦屋病

院調査特別委員会委員は、助野議員

が新しく選任されました。

議会運営委員会（◎は委員長、○は副委員長）

◎山村 悦三 ○中島かおり 田原 俊彦

市立芦屋病院調査特別委員会（◎は委員長、○は副委員長）

◎松木 義昭 ○山村 悦三 助野 勇 中島 健一
山口みさえ 徳田 直彦 木野下 章

９月定例会では、議会改革の取り組みの一つとして、議員提出議案により、議会の議決すべき事件を定める
条例を改正し、総合計画に係る基本構想に加えて、新たに基本計画についても議決事項としました。
これは、今後 年間の芦屋市のまちづくりの指針となる総合計画について、議会が積極的に関与し、まちづ
くりに責任を持って取り組んでいくとの決意表明でもあります。
市議会では、現在、議会運営委員会において、議会改革に取り組んでいるところです。議事の効率化などの
運営面の改革をはじめ、市民の皆さまから 見える議会 を目指した改革などについて協議を行っています。
これからも二元代表制の一翼を担う議会として、積極的に議会改革に取り組んでまいります。

議会運営委員会（山村悦三委員長）は、 月 日と 日の２日間、議

会運営に関する先進事例を調査するため、敦賀市議会及び大野市議会

を視察しました。敦賀市議会では、予算決算常任委員会、一問一答方

式などについて、大野市議会では、反問権の付与、全員協議会の定例

開催などについて調査しました。一般質問における一問一答方式では、

あいまいな答弁には、回数の制限なく再質問できることで的確な答弁

を引き出すことができそうですが、それだけではなく、一般質問のあ

り方、内容が大きく問われることにもつながると感じました。 敦賀市議会にて敦賀市議会にて議場議場


